






































































して 1925 年 3 月に始まる解毒治療によってもたらされたことは否定で
きない。コクトーは恋人の死に伴いアヘン中毒者になった8）。そして、
トラウマを克服するためにマリタンに救いを求めた。だが、それが個人













































































































マリタンは、1926 年 2 月 26 日付書簡で、「君はあたかも全面占領され
ずにいられるかのようだ」と、心から神に帰依しないコクトーを諫めて
いる17）。










































集に序文を書いて 1928 年 6 月 27 日に出版させたことにも憤った。「私
































































































































































































ス・サックスをマリタン宅に 1925 年 8 月 2 日に連れてきたのはコク
トーであり、サックスは早くも 8月 29 日にカトリックに改宗したばか































































































































2 ）　Jean Cocteau, Le Passé défini, tome  I-VIII, Gallimard, 1983-2013　 コ ク
トーの教会装飾における写真および古典作品の二次利用に注目した次の論
文も参照。Saurine Bonnafous,《Jean Cocteau dessinateur photographe》in 





3 ）　コクトーとキリスト教については下記が有益。Adrien Bouhours,  Jean 

































し、感染防止のため面会謝絶となって 1923 年 12 月 12 日に死去。コクトー
は友人に自殺をほのめかし、悪夢に悩まされ、音楽批評家で中国文学翻訳
者ルイ・ラロワにアヘン吸引を手引きされた。Arnaud, Ibid., pp.305-314
9 ）　Cocteau, Œuvres romanesques complètes, Pléiade, 2006, p.8『ポトマック











16）　回心から一ヶ月後の 1925 年 8 月 17 日消印の手紙で、早くもコクトーは、
「私は一冊の本を書いています。この本は一通の手紙であり、あなたに宛
てられています」（Ibid., p.85）と後に「ジャック・マリタンへの手紙」と
なる文章の執筆を宣言している。だが、1926 年 2 月 1 日にマリタンから
「返答」を受け取ったコクトーは、詩作を断罪するような論調に驚き、書



























（1926 年 6 月 17 日初演）のガラス職人ウルトビーズを参照。ウルトビー
ズ（Heurtebise） の 名 の 由 来 は Cocteau, Opium, Œuvres complètes, X, 
Marguerat, 1950, pp.70-71 および Arnaud, Ibid., p.326 に詳しい。マリタン




























ものでしょうか」（Ibid., p.100）と書いた。同年 2月 20 日、コクトーはマ
リタンの意見を入れてアメリカのユダヤ青年 2人組の完全殺人についての




35）　René Rémond, Les Crises du catholicisme en France dans les années trente, 
Cana, 1996,《Points Histoire》, p.13
36）　Pierre Boutang, Maurras La destinée et l’œuvre ,  édition  revue, La 
Différence, 1994, pp.502-507　ブータンは、心ならずもアクシオン・フラ
ンセーズと疎遠になったカトリック作家の心情を、ベルナノスが『ル




















45）　Ibid., p.150, p.151 この手紙には同年 8月 11 日付コクトー宛書簡と同様、
オリジナルは無く、保管された清書が採録されている。コクトーの手持ち
資料の一部は秘書のモーリス・サックスが無くしたと言われる。
















49）　Cocteau,《La Difficulté d’être》,  in Romans, Poésies, Œuvres diverses, La 
Pochothèque, 1995, p.876
50）　Cocteau, Le Passé défini I, 1951-1952, 1983, p.59
51）　Cocteau,  Ibid., p.123 例外的に回想記のこの第 10 章では、原稿を書いて
いる場所が明示され、回想される過去は表題に付された「1900-1914」を
逸脱している。回想記の執筆動機の一端を明かす章と言える。
